
は じ め に 

  

豊中市立少年文化館は、子ども文化の向上と健全育成をねらいとして、平成元年

(1989 年)に庄内、平成 14 年(2002 年)には市立婦人会館を転用する形で千里に、それ

ぞれ開設しました。「未来に生きる子どもたちが、健やかで心豊かに育つように」との

願いをこめてつくられた施設です。平成 27 年度（2015 年度）からは、機構改革によ

り児童生徒課に所属して各係と連携し、児童生徒の健全な育成をめざして様々な取組

みをすすめてきました。青年の家いぶきへの移転を見据え、令和 2 年度（2020 年度）

には千里少年文化館での「創造活動事業」のうちプログラム活動（グループ活動）を

庄内少年文化館に移し、１館体制の準備を始めました。  

さて、令和 2 年度（2020 年度）は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、年度

当初の休館措置、アクリル板等の設置、マスクの着用、手指消毒や検温の徹底など当

館の運営や事業のすべてに影響が及びました。そのような中、一部内容を縮小又は変

更しながらではありますが、職員の創意工夫により、これまでどおりの事業を実施す

ることができました。 

「創造活動事業」では、不登校児童生徒に「時間・空間・仲間」の三間を保障し信

頼関係を構築していく中で自己肯定感を育み、社会で自立していくための援助を行い

ました。創造活動スタッフによる部分登校支援を小学校にて引き続き実施しました。 

「寄り添い型学習支援事業」は、経済的困難等を抱える中学 3 年生を対象に学習支

援を行いました。子どもたちそれぞれの進路が決まり、自分の道をしっかり歩み始め

ています。 

「子どもの居場所づくり事業」は、オンライン講座を新たに取り入れ、日曜日や長

期休業中の地域において、子どもたちを健やかに心豊かに育んでいく場を提供しまし

た。親子で行う講座等では、親子の楽しい活動のひとときともなりました。 

「スクールソーシャルワーカー活用事業」では、学校と協働しながら、引き続き校

内支援体制の構築をすすめました。令和 2 年度（2020 年度）には、さらに拡充されス

クールソーシャルワーカーの人数が前年度のほぼ倍となったことで、定期的派遣の回

数が月 2 回から月 4 回となり、よりきめ細やかな支援につながりました。今後も学校

における専門家活用が有効に機能するよう、事業の充実に努めていきます。  

 

ここに令和 2 年度（2020 年度）の少年文化館の活動報告がまとまりました。ご高覧

いただき、ご指導いただけましたら幸いに存じます。  
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